学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「５８　何て返事しようか？」

１．指導対象

　　小学校低学年～中学校
２．教科・科目

　　道徳、学級活動、総合的な学習の時間、技術・家庭科
３．指導意図

ネットのコミュニケーションでは知らず知らずのうちに相手の意図を誤解したり、売り言葉に買い言葉でつい相手を攻撃する言葉を使ってしまったりして、双方がいやな思いをすることが起きる。これは自分の気持ちや意図を相手にうまく伝えようとしなかったり、うまく伝えたつもりでも言葉足らずで自分の意図に反したことが伝わったりするからである。特に言葉を用いたコミュニケーションでは、相手がどのように受け取るかを吟味して慎重に言葉を選び、相手を思いやる気持ちを大切にしてていねいにことばを伝えることが大切である。ここでは、少し乱暴な送信内容に対してどのように返事を書けばいいかをみんなで考え、気持ちのよいネットの使い方に気づく子供たちの姿を通して、よりよいネットのあり方を考えさせたい。
４．指導目標

①ネットではその場にいなくても、離れた場所からでも交流に参加できるが、文字だけで伝え合う場合は言葉を選ぶことがより大切であることに気づく。
②少し乱暴なメッセージが送られてきた時に、即座に乱暴な言葉を投げ返すのではなく、しばらく間を置いて慎重に言葉を選び、相手を思いやって優しく接することで、結果的には双方が気持ちのよい交流ができることに気づく。
③ネットには様々な立場の人が参加して一つの大きなまとまりを作っているが、一人一人の参加者がそれぞれに思いやりを持って慎重に言葉を選ぶことで、ネットワークをよりよいものにできることを理解する。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○日頃自分たちがネットを使ってどのようなコミュニケーションをしているか話し合う
○ネットでやりとりをしているときに、乱暴な言葉遣いや、意味不明の内容などが送られてきた経験はないか
	○どのようなコミュニケーションツールを使ってどのように交流を行っているか
・Line等の無料通話アプリで交流している
・ゲームでも交流ができる
○今までの経験を話し合う


	（2） 展開

○教材ムービー『なんて返事しようかな？』を見る
○「○○さんから『このゲームとくいなんだ。コツがわかっているぼくの方がつよいよね』というメッセージが届いたとき、ショウタ君たちはどのような気落ちになったでしょうか」
〇「もし『じまんするなっつーの、バーカ』というメッセージが届いたとしたら、○○さんはどのような気持ちになると思いますか」

○「『○○さん、このゲームとてもうまいですね。よかったらコツを教えてもらえませんか？』というメッセージが届いたときに〇〇さんはどのような気持ちになったでしょうか」
○「『さっきはじまんみたいなこと書いてごめんね。ところでこのゲームの攻りゃく法はね…』というメッセージが届いたときにショウタ君たちはどのような気持ちになったでしょうか」
	「ネット社会の歩き方」No.58
・視聴後に教材コンテンツのストーリーを振り返る
○４つの発問について考えさせる
・エラそうにいわれて嫌な気持ち

・自慢された

・言い返してやりたい
・実際オレの方が強いんだから

・ゲームのコツを教えてやろうと思ったのに、もう絶対教えてやらないからな

・ていねいな返事をくれたぞ

・ぼくの気持ちをわかってくれた

・ちょっとぼくの方が言い過ぎたかもしれない

・ゲームのことを教えてやろう

・けんかにならなくてよかった
・みんな気持ちがよくなった

・コツを教えてくれてありがとう

	（3） まとめ

○気持ちのよいメッセージのやりとりをするにはどのようなことに気をつければいいでしょうか
	○板書にまとめる
・ていねいな言葉遣いをする
・相手の気持ちを考えて言葉を選ぶ

・いきなり返事をせずに、どういう言葉で返事すればよいか考える。


６．ネットを便利で快適なものにするために
○子ども達が日常的にやりとりしているメッセージでは、書き方一つで相手がイヤな気持ちになったり、良い気持ちになったりします。メッセージを送るときには、相手がどのように感じるかを考えたり、相手の立場に立ったりして、発信する言葉を選ぶように指導することが重要です。
＜指導法＞
いくつかのメッセージを用意して、それどれどのように受け取られるか話し合ったり、より良いメッセージの書き方を練習したりする

○メッセージやメールは文字だけのコミュニケーションなので、間違った受け取られ方をする場合もあります。
＜例＞
・「いいよ」のメッセージを送る場合、「OK」なのか「NO」なのか、文字だけでは判断できない
・スタンプを送る場合、相手がどのように感じ取るかわからない
＜指導法＞
いくつもの意味が含まれていたり、紛らわしいメッセージを考えたり、意味が不明瞭でどのような気持ちを伝えようとしているのかわからないスタンプを考えたりして、それらをクイズにまとめてみんなで読み解いてみる。
○ネットを良くするのも悪くするのも、ネットに参加している人の考えや態度次第です。ネットを便利で快適なものにするためには、みんなが気持ちよく使えるように考えたり、工夫したりすることが大切です。
ネットワーク参加者の一人ひとりが、それぞれに自覚することで、「公共的なネットワーク社会の構築」が可能になるのです。
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